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６年 鈴木果穂 

１ 研究の動機 

３年生からはじめたアゲハの研究も、今年で４年目となった。１匹のナミアゲハを育てるところ

からはじまった研究だが、今では育てる種類も増え、貴重なアゲハを観察したり他のチョウと比較

したりして、アゲハに対する知識も深まった。今まで育ててきた様々な種類のアゲハには、共通す

る部分や特徴的なところがあることがわかった。

 今年はいろいろなアゲハ類を比較してみようと考えた。比べることによって、見えてくるアゲハ

の生態について、さらに詳しく追及していくことにした。

２ 研究の方法 

⑴ 育てたり観察したりしたアゲハチョウ科の比較表を作成する。 

① 比較するアゲハチョウの種類（９種類） 

   ナミアゲハ クロアゲハ ナガサキアゲハ キアゲハ モンキアゲハ 

ジャコウアゲハ アオスジアゲハ ギフチョウ ウスバシロチョウ 

② 比較する状態と項目 

状態
卵 ついている葉の種類・場所・産み方 卵の大きさ・色・形 その他の特徴
幼虫 四齢幼虫までの様子 終齢幼虫の様子 食草やその他の特徴

蛹 蛹の形・色 蛹を作る場所 その他の特徴
成虫 背中側の模様・形 横から見た模様・形 見られる場所

比較する項目

⑵ 比較した表からわかることをまとめる。 

⑶ 比較から新たに生まれた疑問について実験や観察をして、さらに詳しく調べる。 

３ 研究の内容と結果

 ９種類のアゲハ

チョウについて、

卵・幼虫・蛹・成

虫のそれぞれの状

態における比較表

を作成し、そこか

ら見えてくること

についてまとめた。 

 右の比較表（図

１）は、幼虫のも

のである。 

写真１ 成虫を観察している様子 

図１ アゲハチョウ科の幼虫の比較表（抜粋）



⑴ 卵を比較してわかったこと

「卵がついている葉の種類・場所・産み方」を比

較して、種類や産みつける場所によって、産む卵の

数が違うことがわかった（図２）。

同じナミアゲハでも、産む場所によって卵の数は

異なり、大きな葉に産むときは、卵の数は少なく、

新芽にはたくさん産む。新芽はアブラムシがつき易

く、アブラムシから出る甘い液にアリが群がり、卵

が持ち去られる可能性が高くなる。そのため、卵を

たくさん産みつけると考えられる。

ギフチョウはヒメカンアオイに卵を産むが、同じ

ウマノスズクサ科に卵を産むジャコウアゲハよりも

ずっと多くの卵を産む。ジャコウアゲハが卵を産む

オオウマノスズクサは高い位置までツルが伸びるの

に対し、ヒメカンアオイは地面に近く、土にいる生

物からの危険にさらされている。

以上のことから、アゲハが産む卵の数は危険度が

高い程多いということがわかった。

⑵ 幼虫を比較してわかったこと

アゲハは種類によって、幼虫の形が似ているもの

と異なるものがある。鳥フンの形から毛虫まで、様々

な形をしているが、角を出すという共通点がある。

アゲハの幼虫は、種類によって食草が違う。食草

の違いによりグループを分けて、どのような傾向が

あるか調べた（図３）。卵の数と同様に、食草の生え

方による危険度が高いものは、毛虫の形をしている。

また、小さな幼虫のうちは、危険度が高いものは集

団で過ごす。ただし、体に毒を持つジャコウアゲハ

は食草の生えている場所の危険度が高いにもかかわ

らず、毛虫の形をしておらず、幼虫の数も少ない。

⑶ 蛹を比較してわかったこと

   モンキアゲハ、クロアゲハ、ナガサキアゲハの蛹

の形はとてもよく似ている。しかし、観察すると少

しずつ違いがあることがわかった（図４）。これらの

アゲハは、ナミアゲハと同じように、食草のみかん

の木などにさなぎを作るという共通点がある。

   キアゲハは、ナミアゲハに似ているが、食草のア

シタバ等は、冬になると枯れてしまうので、食草以

外に蛹を作る。ジャコウアゲハの食草ウマノスズクサも枯れてしまうため、枯れ木や竹に蛹を

作っていた。アオスジアゲハは、蛹の形は葉とそっくりで、作る場所も葉の裏側などに作る。

枯れ葉の裏に作るときも緑色の蛹だった。ギフチョウとウスバシロチョウは、落ち葉の裏側に

作る。色も落ち葉と同じような、茶色やこげ茶色をしている。ギフチョウは、蛹で約１０ヵ月

間を過ごす。ウスバシロチョウは、葉をくっつけ、まゆを作りその中に蛹を作る。

   今年は以前からの疑問点を明らかにするために、蛹を使っていろいろな比較実験をした。

図２ 卵の数と産む場所の関係

図３ 食草の違いと幼虫の関係

図４ クロアゲハ・ナガサキアゲハ・モンキアゲハを比較 



  ＜蛹を使った実験＞

内容 方法 予想 結果

①蛹の解剖（日ごと
の中身の変化）

アゲハは蛹になると、体の
中がドロドロに溶けて、成虫
の組織に作り変えられる。蛹
になってから「数時間後」
「4日目」「6日目」の蛹を解
剖し、中身に変化がないか比
較した。

　以前、脱皮に失敗し
て黒い液を出して死ん
でしまったことがあっ
たので、蛹の体液は黒
いと思う。日が経つに
つれ、徐々に成虫の組
織が出来る。寄生バエ
のうじ虫は、蛹になり
２～３日後に出てくる
ので、この時期に何か
変化があると思う。

　体液は透明で時間がたつと黒くなった。
中には白いあみ目のような脂肪があった。
成虫になるまでの間、蛹は脂肪から栄養を
取って生きることがわかった。日ごとの変
化は、数時間後も６日後もあまり変化が見
られなかった。蛹の外からの観察でも、直
前になって羽根がすけて見えるようになる
が、成虫の組織は羽化する直前に急げきに
作り変えられるということがわかった。

②キアゲハの蛹は凍
らないのか？

　昆虫の先生がシベリアに住
むキアゲハは-５０～６０℃
でも凍らないと言っていた。
本当に凍らないか、３日間冷
凍庫に入れて実験し、比較で
ナミアゲハも一緒に入れた。

　凍らない。

キアゲハ、ナミアゲハの両方とも凍って中身がシャーベット状に
なっていた。キアゲハの蛹を外す時に穴が開いていてしまったので、
凍ってしまったのかもしれない。夏型の蛹で寒さに耐えられない蛹
だったかもしれず、シベリアのアゲハではないことも原因かもしれな
い。

③蛹を冷蔵庫で冷や
したら羽化するか？

　冷蔵庫にナミアゲハとスジ
グロシロチョウの蛹（蛹化後
１日目）を入れて、実験して
比較した。冷蔵庫には５月３
１日に入れた。

同じ日に蛹化したの
で同じ日に羽化する。

　６月１１日に冷蔵庫から蛹を出して、いつ羽化するか観察した。ま
ず、スジグロシロチョウが６月１９日に羽化した。その後、６月２４
日にナミアゲハが羽化した。スジグロシロチョウの方が蛹になるス
イッチが早く、ナミアゲハは一度越冬状態になると、羽化するスイッ
チが入るのに時間がかかるということがわかった。

⑷ 成虫を比較してわかったこと

 成虫の模様は、ナミアゲハとキアゲハがとてもよく似ている。前羽根の模様が一部異なるの

と、キアゲハは胴体に毛が生えていることで区別できる。ギフチョウの胴体にもふさふさした

毛が生えている。両方とも気温が下がる山間部にいることから、保温のために胴体が毛におお

われているのかもしれない。クロアゲハ、ナガサキアゲハ、モンキアゲハ、ジャコウアゲハも

色や形が似ている。ジャコウアゲハの模様は赤く、毒性をアピールするため胴体も赤い。

模様の似ているアゲハ類や、特徴的なチョウのりん粉はどのようになっているか、もう少し

詳しく調べてみることにした。

  ＜成虫を使った実験＞

内容 方法 予想 結果

①ナミアゲハのりん
粉を取ったら水をは
じくか？

　ナミアゲハの前羽根のりん
粉を表裏綿棒でこすりとり、
水をたらした。

　水がしみこむ。

　りん粉がなくても水をはじいた。りん粉
なしの羽根自体が水をはじくことが分かっ
た。りん粉があるとさらによくはじくこと
もわかった。

②アオスジアゲハの
青い部分はりん粉が
ついているか？

りん粉をデジタルカメラの
けんび鏡モード撮影し、詳し
く観察した。綿棒でりん粉を
こすりとった。

　本にりん粉がないと
書いてあったので、り
ん粉はない。

　青い部分にりん粉はあった。細い毛のようなものも見られた。りん
粉をこすったら、羽根の部分が青くなっていて、羽根自体が透明でな
いことがわかった。

③ナミアゲハ、カラ
スアゲハ、ナガサキ
アゲハ、ジャコウア
ゲハのりん粉はどう
なっているか？

りん粉をデジタルカメラの
けんび鏡モード撮影し、詳し
く観察した。綿棒でりん粉を
こすりとった。

　見た目の似ているア
ゲハ類のりん粉は同
じ。

　ジャコウアゲハは他のアゲハに比べて、
りん粉が小さいことがわかった。また、一
つの種類のアゲハについていろいろな部分
のりん粉を観察すると、部分によってりん
粉の大きさや形、生え方が異なることが分
かった。

④遠くへ飛べないウ
スバシロチョウと大
陸を渡るアサギマダ
ラのりん粉を比較

　りん粉をデジタルカメラの
けんび鏡モード撮影し、いろ
いろな部分を比べた。

ウスバシロチョウも
アサギマダラも透明な
部分にはりん粉はな
い。

　透明な部分にもりん粉があることがわか
った。ウスバシロチョウは全体的に小さな
丸いりん粉がついていて縁の部分がひげの
ような形をしている。アサギマダラは全体
的にひげのような形で、縁の模様に三角の
りん粉がついていて真逆だった。

４ 感想 

 様々なアゲハの卵・幼虫・蛹・成虫について比較をし、改めていろいろな発見があった。比較か

ら疑問に感じたことをさらに実験し、アゲハの生態に迫ることができた。予想と違う結果が出るこ

ともあり、もっと詳しく調べてみたいことも出てきた。 

世界に目を向けると、それまで５頭の標本でしか確認されていなかった幻のブータンシボリアゲ

ハやトリバネアゲハなどがいる。今後もアゲハの研究を続けて、日本や世界のアゲハのことをもっ

と知りたいと思った。 

図５ 解剖した蛹の様子 

写真２ 水をたらした様子 

図６ カラスアゲハのりん粉 

図７ りん粉比較 


